
青  林  号  外 

令和８年２月１０日 

 

 報 道 機 関 各 位 

 

                                青森県農林水産部林政課長 

                                             （ 公 印 省 略 ） 

 

ReNeW津軽及び株式会社きりんによる副知事への受賞報告について 

 

 第 13回グッドライフアワード及びノウフク・アワード 2025において受賞した ReNeW

津軽及び株式会社きりんの関係者が受賞の報告に来庁されますので、取材してくださるよ

うお願いします。 

 

記 

  

１ 日 時 

令和８年２月１６日（月）１１時４５分～１２時００分 

 

 ２ 場 所 

県庁南棟２階 第３応接室 

 

 ３ 出席者 

 （１）ReNeW津軽 

代   表   小林 慎之介  他 2名 

 （２）株式会社きりん 

代表取締役   小林 幸一   他１名 

（３）国立大学法人 弘前大学 教育学部附属次世代ウェルビーイング研究センター 

   助   教   髙橋 憲人    

 

 

 

 

 

 

報道機関用提供資料 

担当課 

担当者 

農林水産部 林政課 林業担い手・普及グループ 

ＧＭ 室谷 豊 

電話番号 直通 ０１７－７３４－９５０９ 

内線 ４８３８ 

報道監 農林水産部  

次長 及川 正顕（内線４９６６） 



 

 

 

ReNeW津軽及び株式会社きりんによる副知事への受賞報告について 

 

 

日 時 令和８年２月１６日（月）  

１１時４５分～１２時００分  

場 所 第三応接室         

 

 

 

次   第 
 

 

１ 出席者紹介 

 

 

２ 受賞報告 

 

 

 ・ReNeW津軽 

 

 ・株式会社きりん 

 

 

３ 副知事コメント 

 

 

４ 記念撮影 

 

 



令和８年２月１６日（月）1１：45～1２：00 青森県庁南棟２階 第三応接室

２ 次 第

１ 日時及び場所

農林水産部林政課

Ｐ1

ReNeW津軽及び株式会社きりん受賞の概要

（１）
受 賞 報 告

副知事コメント
記 念 撮 影

出 席 者 紹 介
（２）

（３）
（４）

・ 株式会社きりん
・ ReNeW津軽



３ 団体・受賞概要

② 受賞内容

第１３回グッドライフアワード 実行委員会特別賞（環境と福祉賞）

【取組内容】漆がつなぐ教育・福祉・文化のプロジェクト

・弘前大学や地元高校などの教育機関や障がい者就労支援施設、津軽塗関係
者と連携して、漆苗木を放置山林に植栽するなど、林業、福祉、教育、
文化を横断した新たな地域共生モデルの実践が評価

受賞式

作業風景

リニュー つがる

Ｐ2

（１）ReNeW津軽（代表 小林慎之介 株式会社ミミずく代表取締役）

① 団体概要

・ReNeW津軽は、津軽地域を中心に放置山林の再生やウルシ林の造成を
通じて、環境保全や伝統文化の振興、福祉の推進を一体的に行っている
市民団体です。



② 受賞内容

ノウフク・アワード2025 チャレンジ賞

【取組内容】福祉と地域が連携した漆苗木生産

・障がい者就労支援施設と地域の関係者が連携して、漆の苗木生産や漆茶の
加工・販売を行うことで、障がい者の就労と所得の向上に繋げるとともに、
一般就労への移行を実現するなど、持続可能な地域づくりと伝統工芸「津
軽塗」の継承に向けた取組が評価

作業風景

受賞式

Ｐ3

（２） 株式会社きりん（代表取締役 小林 幸一）

① 団体概要

・株式会社きりんは、平川市で就労支援B型事業所（きりんの里）を運営し
ており、利用者が自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、
就労の機会や生産活動を提供しています。



Ｐ4

席 図表敬者一覧

ReNeW津軽

代 表 小林 慎之介 (こばやし しんのすけ)

相談役 小田桐 睦生 (おだぎり むつお)

相談役 今 立 (こん たつる)

株式会社きりん

代表取締役 小林 幸一 (こばやし こういち)

きりんの里利用者 熊澤 隆 (くまざわ たかし)

国立大学法人 弘前大学

教育学部附属次世代ウェルビーイング研究センター

助 教 髙橋 憲人 (たかはし けんと)



Ｐ5

第１３回グッドライフアワード

〇主催：環境省

〇概要：環境に優しい社会の実現を目指し、日本各地で  

実践されている「環境と社会によい暮らし」に  

関わる活動や取組を募集して活動や社会を活性
化するための情報交換などを支援していくプロ
ジェクト。優れた取組を応援するとともに、取
組を更に広げるための普及・啓発を行うことで、
第六次環境基本計画で提唱した地域循環共生圏
（ローカルSDGs）の創造につなげていくもの。

〇結果：全国から応募のあった２２４件の中から３９件
が受賞。環境大臣賞総合賞（最優秀賞、優秀
賞）、環境大臣賞部門賞、実行委員会特別賞と
３つの賞があり、実行委員会特別賞（環境と福
祉賞）を受賞した。

＜参 考＞

ノウフク・アワード２０２５

〇主催：農福連携等応援コンソーシアム
（事務局：農林水産省）

〇概要：農林水産省などが推進している「農福連携（の
うふくれんけい）」の優れた取り組みを表彰す  

る制度で、障がい者が農業分野で活躍すること
を通じて、自信や生きがいを持って社会参画を
果たすとともに、人手不足に悩む農業側の課題
解決も目指す取組を表彰・普及していくもの。

〇結果：全国から応募のあった２１５団体の中から２１
団体が受賞。グランプリ、準グランプリ、優秀
賞、フレッシュ賞、チャレンジ賞と５つの賞が
あり、チャレンジ賞を受賞した。



令和７年度 林業ベンチャーシンポジウム

×○○
～広がる林業の可能性・森林を活かす企業～

令和
８年 2.26 木

13:30～16:00(13時開場)

会場

ねぶたの家 ワ・ラッセ
2階イベントホール

日時

本シンポジウムは、青森県内で林業に従事する方、森林や林業に関して起業された方（検討して
いる方）、森林の活用や経営を始めたい方を始め、森林や林業に興味がある方を対象としています。
シンポジウムでは、起業や森林経営に関して、県内外で先進的な取組を実施されている方々の事例を
お伝えします。
参加者の皆様が、森林・林業に新たな可能性を見い出し、再造林や森林の活用、林業の担い手確保・
育成に向けての新たな一歩を踏み出すきっかけ作りを目的としております。

申込

2月24日(火)まで

申込は別紙参加申込書をメールまたは
FAXにて送付いただくか、電話にて
御連絡ください。
※先着順、定員の150名になり次第、
受付を終了します

株式会社ミミずく代表取締役・市民団体ReNeW津軽 代表

小林 慎之介 氏 ～林業×福祉×教育×文化～

株式会社小坂工務店 渉外部 部長

上野 あや子 氏 ～林業×建設業～

事例紹介

ファーストプライウッド株式会社 代表取締役社長

大河 龍也 氏 ～林業×LVL生産～

基調講演

株式会社モリアゲ 代表 長野 麻子 氏

■愛知県生まれ、東京大学文学部フランス文学科卒

■1994年農林水産省入省、2018年から3年間林野庁木材利用
課長として「ウッド・チェンジ」プロジェクトを担当

■2022年に農林水産省を早期退職し、同年に株式会社モリ
アゲを設立

■豊かな森を次世代につなぐことを使命とし、森林業コン
サルタントとして、 日本全国で「森をモリアゲる」活動を行っている

お問い合わせ先 農林水産部林政課林業担い手・普及グループ

                                 (TEL:017-734-9509 FAX:017-734-8145 Eメール:rinsei@pref.aomori.lg.jp )

このシンポジウムは森林環境譲与税を活用して開催しています。

主催 青森県

～なぜ今、企業は「森」に関わるべきか～

い

参加費

無料
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